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Eugène Ysaÿe's Solo Violin Sonata No.3: 





 Eugène Ysaÿe (1858-1931), was a representative of the Franco-Belgian school who 
composed " Six Sonatas for Violin Solo" from 1923 to 1924. Focusing on the third 
composition, this study aims to track his compositional process by examining and 
analyzing "The Lavergne manuscript" which was recently opened to the public. It will 
be clear that what kind of musical ideas did the composer have and how did he elaborate 
them through reviewing this manuscript.  
 The 3rd sonata on this manuscript is quite different from the published version currently 
known, and there are numerous corrections and retractions. When we try to reconstruct 
his compositional process from the manuscript, the following facts can be found.   
 Firstly, Ysaÿe would use the staff notation very freely when he was sketching. He 
always used the spelling of classical composers' names to remind himself of the context 
on the same page or between pages. It would be also presumed that Ysaÿe conceived a 
general framework first, and later he made his composition fit in with the paper 
allocation he designed. Besides, to create the characteristic theme of the sonata as we 
know today, Ysaÿe started it from a simple ascending scale and changed its function 
from the theme itself into a bridge to the theme. Moreover, on the introduction of the 
sonata, Ysaÿe stressed the contrast between polyphonic and monophonic textures and 
make the two-part introduction interrelated. 
 Together, these come together to demonstrate that "The Lavergne manuscript" is a 
reservoir of signposts showing us Ysaÿe's highly elaborate process. It does so from its 
embryonic ideas, to the compositions near stage of completion. It would be possible to 
reconstruct his deliberate compositional process at the initial stage through reading these 
musical ideas and details hidden behind the manuscript. This study can be used as a first 
step in revealing the general compositional processes of all his Sonatas for Violin Solo. 
 
  














 本研究は、近年公開されたウジェーヌ・イザイ Eugène Ysaÿe（1858-1931）の草稿集「ラ
ヴェルニュ自筆譜」を検討し、この作曲家の６曲の《無伴奏ヴァイオリン・ソナタ》のう
ち、とくに第３番について、その創作過程を読み解くものである。 






















                                                        
1 イザイの《無伴奏ヴァイオリン・ソナタ》全６曲はそれぞれ親交のあった６人のヴァイオリニストに
献呈。その中の第１番はシゲティに献呈されている。 
2 翌年の 1924 年に、アントワーヌの経営する出版社から初版された。 













博士号（DMA）請求論文として 2004 年にジュリアード音楽院に提出した The Six sonatas 
pour violon seul, op. 27 of Eugène Ysaÿe: Critical commentary and interpretive 



















ップ・ニューマン Philip Newman(1904-1966)3だった。1966 年にニューマンが没すると、
その音楽帳は彼の友人、ジョゼット・ラヴェルニュ Josette Lavergne(1921-2015)に受け
継がれた。ラヴェルニュはべルギー出身の女性ヴァイオリン奏者であり、アメリカのイン
ディアナ大学で、イザイの弟子のジョゼフ·ギンゴルド Josef Gingold(1909-1995) 
の助手を務めていた時期もある。2015 年にラヴェルニュが他界したあと、この楽譜帳は
適切な保存および音楽家・研究者のための公開を望んだ遺族の意向により、ブリュッセル
                                                        
3 フィリップ・ニューマン Philip Newman(1904∼1966)は、1937 年に始まったイザイ国際コンクールの審
査員、また、エリザベート王妃その人のヴァイオリン教師も務め、イザイ家やベルギー王国と密接に関
わった人物である。 













































が叙唱的な導入部（Lento molto sostenuto (In modo di recitativo)）と、次の部分(Molto 
moderato quasi lento)に向けて緊張を高めていく部分とに分かれる。前者には 4/4 の拍
子記号が与えられているが、小節線は引かれていない。後者には 5/4 拍子で記譜されてい
るが、拍子感は曖昧である。また、この序奏全体を通して、調性感は希薄である。 
 第２部（m.12〜m.106）は主要部（Allegro in Tempo giusto e con bravura）であり、
ここでは主題の提示とその自由な展開が行われる。主題（譜例 1）は明確に 3/8 の拍子、
ニ短調を取っている。この主題は、第２部において計 5回現れる。 
 第３部（m.107〜m.127）は終結部（Tempo poco più vivo e ben marcato）であり、２つ











の 34 頁から 39 頁までの紙幅を占めている。また、「ラヴェルニュ自筆譜」の紙面が 12 段
の五線をもち、かつ、奇数ページの下部余白の左側に製品マークが入っていることも合わ
せて指摘しておく。これらを見開きに並べた草稿概略図を作成すると図 1 のようになる。 
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注目すべきは、36 頁と 37 頁の 4 段目である。この部分（図 2）からは、36 頁の 4 段目
の最後に書かれた音形がバツ印で無効とされたあと、そこから右（すなわち 37 頁側）に向
かって線が引かれ、37 頁の 4 段目の最初に書き直されたことが読み取れる。同じ場所に
「TB」とあるのは「Très Bien」（これで良し）の略であろう。紙面を見開きで使用したこ
とが直接、確認できるのは《無伴奏ヴァイオリン・ソナタ》第３番の草稿については、こ
の部分だけではあるが、先にした製品マークの配置関係を考えると、34 頁と 35 頁、38 頁































 34 頁と 35 頁の見開き２頁については、この蛇行の理由を説明することに大きな困難は




イザイが 35 頁の紙面を使い切ったあと、36 頁に進まずに 34 頁 11 段目に戻ったのは、先
に推察したようにイザイが 34 頁と 35頁を見開きで使用していたからであり、序奏の第２
部分となる Lent et doux の楽想の連続性を目で確認しながら続きを書いていくにも、ま
た、2 段の空白をもって前の曲（無伴奏ヴァイオリン・ソナタ》第４番）との区別をつける
ためにも、そこが最適の場所だったからであろう。 
 結局、イザイは、同じ楽想を 34 頁の 12段目までに収めることができず、先に空白とし
て残した 34 頁 9 段目・10 段目も同じ楽想の続きで埋めていくことになったのだろう。結
果、紙面と楽想の関係はより錯綜したものになるのだが、興味深いのは、このような変則
的な紙面の使用を記憶しておくために、イザイが独特のシステムを案出していることであ
る。同じ図 2 に記したように、35 頁 11 段目の余白と 34 頁 11 段目の余白には、ぞれぞれ
















ったとき、36 頁の上 2 段を書き込んだのと同じタイミングで、そのちょうど右隣の 37 頁
の上 2段も書かれた可能性が浮かび上がってくる。実際、両者の筆圧とト音記号の書き方
はよく似ている（図 2の上 2 段参照）。 
36頁の上 2 段が（後述の「3-2主題の造形について」で議論するように）ニ短調の主題
の原型であったことは疑いない。とするなら、37 頁の上 2 段に書き込まれたのは、その下
属調にあたるト短調に置かれていることからして、この主題の対主題のアイデアであった
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のではなかろうか。この推察を膨らませるならば、これに続けてイザイは 38 頁の上 2 段
に Presto の楽想のはじめを書き込み、Allegro 主要主題（36 頁）、その対主題（37 頁）、
コーダとしての Presto（38頁）という大きな構造的枠組み構想し、それに沿った紙面割り




ソナタとして、36 頁の 3 段目から 8 段目までのスペースを使って、ニ短調の主題を洗練さ
せつつ、その多様な展開によって Allegro 部分を作ることを選んだと考えられる。 
実際、36 頁と 37 頁の見開き２頁には、ニ短調の主題を様々に展開するアイデアが記さ
れているのだが、36 頁の 8段目まで進んだイザイが次に紙面のどの部分を使ったかについ
ては、複数の可能性に開かれている。 




37 頁の 4段目の直下（すなわち 5 段目）を同じように空白として残して、同頁の 6 段目か
ら主題に後続するパッセージを書いていき、最終的に円を描くように 36 頁 11 段目に戻っ
てきた可能性である。 
いずれにしても、37 頁の紙面をイザイが蛇行的に使用したことは疑いない。先述のよう
に、イザイが 36 頁の 8 段目までを書いた段階で、37 頁の上 2 段は対主題のアイデアのた
めに、また、同頁 4 段目は、左隣（36 頁 4 段目）の最後の小節の書き直しに使われていた
ことが推察される。そうであれば、そこから 1 段の空白を設けた 6段目、つまり、紙面の
中央から新しいパッセージを書いていくことは自然である。イザイはまず、この 37 頁 6 段
目から 10段目までに、最終稿において主題の３回目の提示がなされるまでの部分を書き5、
それに続けて三連符のパッセージ（単音）を書いていったが、再びスペースが不足したた
めに、その時点ではまだ空白であった 37 頁の 2 段目から 5 段目までを利用して、これを
書き終えたのだろう。 
ここでもまた、名前の綴りが紙面の使用順のガイドとなっていることを確認できる。37
頁の末尾（12 段目の終わり）に「Mendel-」、そして、37 頁の 2段目途中に「-Sohn」と書
き込まれ、複雑になっていく紙面のなかに、いわばアリアドネの糸を通したのである。 
同じく 37 頁 5 段目の終わりには「Eu-」、36 頁 10 段目はじめには「-gène」と書き込ま
れており（結合するとイザイの名前である「Eugène」となる）、イザイが両地点を結合しよ




                                                        
5 「ラヴェルニュ自筆譜」においては、37 頁の 10 段目にある複縦線の直後に、A の音と「etc」の言葉が
記されているだけで、主題は書き込まれていない。しかし、この A の音は、主題冒頭のソプラノの音であ
り、この段階でここに主題を織り込む意志があったことを伺わせる。 
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36 頁を終える同頁 12段目に書かれている楽想が、39 頁の 1 段目に続いていくことは音
楽的に見て明らかであるから、イザイはこれらを連続して書いたものと思われる（両方の
部分にト音記号がないことも、その推察を強める）。では、イザイはなぜ、36頁 12 段目の
楽想の続きを、頁の順番からすればより若い 38 頁 1 段目からではなく、39 頁 1 段目から
書いていったのだろう。 










音）の後半（1 段目と 2 段目）、主題断片を用いた接続部分（3 段目から 5段目）、アルペジ
オ部分（6 段目から 10 段目）を書いていったことは間違いないだろう。同頁のそれぞれ 11
段目と第12段目にある「trait gradué, cresc.」(だんだんクレッシェンドをかけていく)、





そして、おそらくイザイは 39 頁を書き終わってから 38 頁に移動し、この段階ですでに
書き込まれていた可能性がある同頁の上 2 段を開けて、3 段目と 4 段目の間のスペースに
「Ce morceau est plutôt un final, conséquemment cette sonate sera en deux temps 





めたプレストを 6段目以降、4/8 拍子に変更する。そして、8 段で再び 3/8拍子に戻して、
38 頁 11 段目でこの音楽を締めくくり、最後に終止線を引き、同じ箇所にサインと日付を
書き込んだことが読み取れる。 
 














りと書きつけられるのは、「ラヴェルニュ自筆譜」の 36 頁 4段目であるが、イザイはその
萌芽と呼ぶべきものを allegro の表記（34頁 9 段目）とともに、34 頁 10 段目に書きつけ
ている（譜例 26）。 
（譜例 2） 
イザイはこれを取り消し線で無効とし、同じ allegro の表記（36 頁上余白）とともに、




伴奏ヴァイオリン・ソナタ》第３番の主題に直接通じる、以下のような楽節を 36 頁 4 段目
に書きつけるのである（譜例 4）。 
（譜例 4） 




られたことである（譜例 4の 2小節目）。 
さらにイザイは、上行音形の導入句としての性格を際立たせるために、空いていた 36 頁
3 段目を使って、「ou gamme,début (あるいは音階、開始)」の言葉とともに、これを譜例 5
の冒頭のように書き換えるとともに、同じく 36 頁 3 段目の空白部分、また、この段階では
                                                        
6 以下の譜例は、「ラヴェルニュ自筆譜」から著者が転写したものである。 
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36 頁 7 段目に書きつけられた、締めくくりの最初のアイデアは、譜例 6 の通りである。
複縦線もイザイによる。 
（譜例 6） 
このイザイのアイデアは、D から直線的に A まで下降して主題を締めくくるという、比
較的単純なものであったことが分かる7。 
しかしイザイは、最後の 2 小節を取り消し線で無効としたうえで、同じ 36 頁 7 段目の
終わりから 36 頁 8 段目にかけて、これを引き延ばした（譜例 7）。 
（譜例 7） 
 




                                                        
7 締めくくりの楽節全体は 36 頁 6 段目の最後に書かれている F から始まる。 






















例 11 に転写した通り、4/4 の拍子感とニ短調の調性感が生きていたと思われる。 
（譜例 11） 
しかし、イザイはすぐさまこれを無効として、これと同じ輪郭を引き延ばしつつ、より
大きなフレーズを 35 頁 2 段目にかけて書きつけていった。 
（譜例 12） 










 35 頁 5段目：第 4 フレーズ10（B から） 
（譜例 13） 




                                                        
8 異名同音程を含む 
9 第 3 フレーズの前半部分（35 頁 3 段目）も第１フレーズと同じ性質を持っている。 
10 調号はおそらく省略された。 
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また、第 1 フレーズとセットになる 35 頁 2 段目からの第 2 フレーズ（譜例 15）も、35
頁 6 段目の第 5 フレーズ（譜例 16）として、ここでも開始音を変えて、繰り返そうとし







を改訂していくのである。つまりイザイは、35 頁 4段目の最後に「Bee-」、35頁 6 段目冒
頭の余白「-thoven」と書き入れ（結合すると「Beethoven」）、両地点を接続する。そして、
36 頁 6 段目の最後に同じく「Bee-」、36 頁 9 段目の冒頭の下側余白に同じく「-thoven」と




を決定したことが分かる。つまりイザイは、もとの第１フレーズ（35 頁 1 段目から 2 段目）
と第 2フレーズ（35 頁 2 段目から 3 段目）の間にあった二声と単声のテクスチャーの対比
を、もとの第 3 フレーズ（35 頁 3段目から 4段目）と第 5フレーズ（35 頁 6段目）の間で
繰り返すことによって強調し、これによって序奏第 1 部を特徴づけた。また、もとの第 1






結果、イザイは、35 頁 7 段目と 8 段目に最初、書き付けていた２つのフレーズ（第 6 フ
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